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．はじめに
近年の大学教育においては，自立した個人として
生きていくための人間力をつけるプロジェクト型の
教育課程が重視されている。教養を身につけ，専門
の知識と技術を持った人材輩出を行うこれまでの学
士教育に加え，社会との関わりの中で自ずと身につ
けられてきた生きる力までも，今日の大学教育にお
いては必要とされている。社会に出た若者が，予期
せず起こる様々な問題に対処できず，立ち往生して
しまわないよう，大学は，複雑な社会構造の中で，
課題を整理し解決に導く力をどのようにつけていっ
たらよいのだろうか。
幾つかの大学は，その答えを独自に求め，教育課
程の中に組み込むことで特長ある教育としてアピー
ルしている。しかし，そのベストな方法は，何れの
大学においても見つかっているとは言い難く，多種
多様な取組みが考案され，試行錯誤が繰り返されて
いるように思われる。ただし，実際に課題を解決す
る訓練の場を積極的に与えていくことが重要である
という観点は，共通した認識と捉えられる。
四国大学経営情報学部メディア情報学科では，３
年生後期において，それまで修得してきたメディア
情報の知識や技術を活用し，クライアントの実課題
と向き合って，それらを総合的に解決していくプロ
ジェクト演習を実施している。学生は将来の進路や
学問的興味に応じて情報システムと映像メディアの
何れか１コースに所属している。そして，システム
プロジェクト演習，メディアプロジェクト演習とい
うプロジェクト型の内容を実践する教科を必修科目
として履修している。筆者らは，平成２５年度後期の
メディアプロジェクト演習で取り組んだ PBL型教
育を通じて，学生のコンピテンシー育成を行った。
本論文は，その授業内容と成果を整理し，PBL型
教育の有用性と課題をまとめ，その意義について考
察するものである。
．大学におけるPBL型教育の実践
PBL（Project-Based Learning）は，課題解決型
の学習形態を指し，従来の講義形式の教育とは区別
される。PBLの起源は１９６０年代に北米の医学教育
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で開発・実施されたものである。急速に拡大・革新
する教授内容に対応するため，常に新しい知識と技
術を教育する上で臨床医学的な実践による教育に頼
らなければならなかった。
一方，企業においては，OJT（On the Job Training）
が新入社員教育等に広く実施されている。企業活動
での日進月歩な技術を社員に短期間で効率的に教育
する上では，現場での実践的教育が不可欠である。
この OJTに対応した実践教育が，大学における
PBLである。
近年の高度化・複雑化した社会において，柔軟に
活躍できる人材を育成するには，教育課程の「講義」
と「実験・演習」という形で，従来型の系統的教育
を詰め込み式で行ったとしても，多岐にわたる学問
分野をカバーできず，学生の学習意欲が削がれる結
果となる。そこで，知識を教授することよりも，個々
の学生に適した方法論の習得と，その確立を重視す
べきであると考えられるようになってきた。PBL
は，具体的な課題を設定し，課題解決という目標に
向かって，学生は意欲的に取り組むことができ，そ
の過程で自分の方法論を獲得することが期待できる。
課題解決の技術力に関しては，必要が生じてこそ効
果的に習得できるため，PBLを上手に活用する方
法が重要となる。
．メディアプロジェクト演習の取組み
１．授業概要と目的
メディアプロジェクト演習は，四国大学経営情報
学部メディア情報学科の３年次に開設するコース必
修科目である。映像メディアコースに属する全ての
学生に履修することが義務づけられており，チーム
でプロジェクトを遂行することが必須となる。その
遂行過程では，学生各自が自らの役割を果たし，個々
に成果を上げる工夫をしながら，全体を成功に導く
ことが要求される。学生たちは，目的達成のため，
真剣に自らのベストを尽くし，チームに貢献しよう
と努力する。その過程では様々な苦悩や葛藤を経験
することになるが，独自に工夫することで成功に導
けたとき，これが自信や達成感を得ることに繋がり，
生涯の糧となるような貴重な学びとなる。
２．進め方とテーマ選定
当科目は２コマ連続の授業で半期に１５回，すなわ
ち通算３０コマを開設する４単位の演習科目である。
担当者は４名で，いずれも映像制作や音響，CG制
作などの専門科目を担当している映像メディアコー
ス専任の教員である。授業の構成は，まず第１回目
に当該授業の趣旨やテーマ設定の方法を代表教員が
説明する。テーマは受講学生が自由に決定してよい
こととするが，まず教員が大学の内外に存在する問
題を概説し，それらの課題がどこにあるかを簡単に
示す。内外とは，例えば徳島県地域や徳島県内の市
町村等が持つ社会的な問題，大学とその近隣地域の
関係における問題，学内の諸施設の利用状況におけ
る問題などである。テーマを考えついた学生は，全
員を前にして自分の考えを情熱的に述べ，一緒に実
施してくれる仲間を募集する。それらの説明を聴い
た他の学生は，どのテーマが自分にあっているか，
またどの説明に心を惹かれたかによって，それぞれ
がひとつのテーマを選ぶ。賛同者のいたテーマの提
案者は班を構成してリーダーとなり，賛同者はリー
ダーのもとに集まって班のメンバーとなる。リー
ダーは，集まったメンバー（仲間）とともにテーマ
を掘り下げ，メンバーの役割を決める。
第２回目は，第１回目に決定したそれぞれの班に
おいて企画案を作成する。メンバーはおのおのの役
割に応じて遂行プランを詳細化し，正しい課題を設
定する。その方法は，困っている事象から何が「解
決できる」課題かを考えることであり，課題設定上
の注意事項として以下の事柄を学生に伝える。
①相手（クライアント）が存在するものを選ぶ。
②誰かが何かに困っている。そこで，メディアを活
かして解決する方法を提案し，了解を得て具体的
に進め，成果をまとめる。その一連のプロジェク
トが進められそうな課題を選ぶ。
③課題は身近なところにある。学内に目を向けるこ
とを第一に考えれば，手間（コスト）を削減でき，
コストパフォーマンスが上がることが期待できる。
池本有里・鈴木直美・近藤明子・山本耕司
― 2 ―
④課題解決の効果を考えると，学外（社会）の課題
解決に取り組む方が，労は多いもののコストパ
フォーマンスが上がることが期待できる。
第３回目の授業では，第２回目に話し合って決め
た企画案をスライドにして，ポートフォリオに提出
する。そして，リーダーは受講者全員の前でプレゼ
ンテーションする。また，役割分担されたメンバー
は，各自が何を担当するかを述べて自覚を促し，そ
の他の班の全員がその発表を聴く。そして，課題が
正しく設定されているか，十分な効果が期待できる
か，計画に無理がないか，役割分担が適切か等の点
で質疑を行い，応答内容を判断してそのプロジェク
トを５段階で評価する。
評価票は班ごとにとりまとめ，その結果をポート
フォリオ上に提出する。
４回目以降は，具体的に遂行していく期間となる。
３回目の企画案に対する指摘を考慮して，クライア
ントに企画案を提示し，実施してもらえるよう依頼
する。ここでは，企画案を分かりやすい資料に起こ
し，アポをとってクライアントに説明するという力
が要求されることになる。首尾よく応じてもらえた
としても，多少の計画変更を求められることもあれ
ば，時間の調整が難しく，先方の都合にあわせて授
業時間外に実施することも発生する。クライアント
の意向にも耳を傾けて，一部は修正をすることにな
るが，自分たちが提案した企画が採用されると，学
生たちの頑張ろうとする気持ちは大きく膨らむ。こ
れが，新しい知識や技術を吸収する大いなる力とな
る。第７回目に中間発表会を実施し，各班の進捗状
況をお互いに知ることで，牽制し合ったり，競争心
をかき立てたりすることができる。
第１３回目には，成果品をクライアントに示し，改
善点の指摘を受ける。そして，第１４回目に改善し，
納品を行う。最終の第１５回目には，受講者全員で成
果発表会を実施し，計画通りに進んだか，クライア
ントの評価はどうだったか，どのように活用されよ
うとしているのか，コストパフォーマンスはどうか
等，相互に評価し合う。このようにして，学生間に
は仲間としての結束が固まり，何らかの課題解決を
確実に行う作品やアイデアが生まれることになる。
３．実践内容と成果
平成２５年度のメディアプロジェクト演習は，受講
生が２７名であり，第１回目のテーマ設定では５名の
学生が自ら考えたアイデアを熱く語り，仲間を募集
した。その結果，５テーマとも賛同するメンバーが
現われ，５つの班が誕生した。次項に班ごとの取組
みを，報告会時のスライド等を用いて紹介する。
１）１班による就職キャリア支援部利用促進コンテ
ンツの作成
学内の就職支援部をより正しく理解し，就職支援
システムを就職活動に十分役立てられるよう，分か
りやすい映像コンテンツで就職支援部を紹介したい
と考えた。就職支援部でも利用者促進に繋がる良い
機会として捉えられ，企画案が承認された。
就職支援部の業務の合間を縫っての取材であるこ
図１ １班の企画案プレゼンの様子
図２ １班による就職支援部の取材
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とから，撮影は複数回に分けて行い，雰囲気が伝わ
る映像を仕上げた。１班の報告スライドは次の通り
である。
２）２班によるメディア情報学科プロモーション映
像の制作
２班は，自分たちが所属する学科をオープンキャ
ンパスなどで紹介する映像作りをテーマとした。当
該学科の教員をクライアントとし，学科会議の席上
で企画案のプレゼンを行い，実施プランが承認された。
図３ １班による成果報告会の様子
右上に続く
図４ １班の成果報告会のスライド資料
図５ ２班による企画案プレゼンの様子
図６ ２班によるクライアントへの企画提案
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その内容は次の通りである。まず，AKB４８の楽
曲「恋するフォーチュンクッキー」に合わせて踊る
ことで，教員，教室，学生を紹介できるよう編集す
る。リーダーを始めメンバーは，どの授業をどのシー
ンにあて，どのように PRできるかを考えて，教員
や学生への呼びかけ，撮影のアポどり，踊りの指南
を行った上で撮影に臨んだ。映像は短期間で編集し，
日本音楽著作権協会とレコード会社への承認をとっ
た上で動画投稿サイトへ投稿した。
続いて，学科教員への一言インタビューを撮り，
メディア情報学科を楽しく紹介する映像を制作して
いった。完成した映像は，春のオープンキャンパス
で上映し，参加した高校生らに好評を博した。
２班の報告スライドは次の通りである。
３）３班によるワールドプラザ紹介映像の制作
学内施設であるワールドプラザは，日常的に英語
で会話を行い，国際感覚を身につける絶好の場所で
ある。海外の衛星放送をリアルタイムで視聴できる
などの設備が整っていて，利用価値が高いにもかか
わらず，学生の認知度が十分でなく，一部の学生の
利用にとどまっている。そこで，３班はこのワール
ドプラザを紹介する動画を作成した。ワールドプラ
ザにいる職員に対して，企画提案を行ったところ共
感を呼び，同職員の積極的な協力のもと映像制作を
実施した。
図７ 恋するフォーチュンクッキーの１シーン
図８ ２班の制作した動画の１シーン
図９ ２班の成果報告会の資料
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図１０ ３班の企画案のプレゼンの様子
図１１ ３班のワールドプラザ撮影の様子
図１２ ３班によるワールドプラザ紹介映像の１シーン
図１３ ３班の成果発表会のスライド
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４）４班による広報キャラクター紹介
４班は，大学のマスコットキャラクターである「し
こぽん」を紹介するアニメーションを制作した。ク
ライアントは大学の入試広報課とし，趣旨を説明し
て制作にかかった。Flashを用いた動画を作成し，
その１シーンは２班の作成した学科プロモーション
映像で登場する。
５）５班による北島町ホームページの住民意識調査
５班は大学の近隣に位置する北島町と連携し，北
島町役場のホームページに関し，その利用状況と住
民の要望を調査した。北島町では住民からホーム
ページが利用しづらいという意見を受けており，平
成２６年度にリニューアルして住民サービスの向上を
目指している。しかし，これまで北島町では，現状
を分析して，どのように改善すべきなのかを具体的
に調査するには至っていなかった。そこで，５班で
は，町役場を訪れる住民の声を聴くためのアンケー
ト調査を実施し，ホームページの改善点を探ること
とした。アンケートは平成２６年１月２０日から同３１日
までの１２日間実施した。初日である２０日と最終日に
近い２７日は町役場の玄関先やロビー，公民館などで，
訪れた住民に班員学生が手分けして直接声をかけて
アンケートに答えてもらった。また，それ以外の期
間は町役場のロビーにアンケート用紙を置いてもら
い，来訪した住民に待ち時間などを利用して回答し
てもらった。また，町職員にも同様のアンケート調
査を実施した。
図１４ ４班によるクライアントへの企画提案
右上に続く
図１５ ４班による成果報告会のスライド
図１６ ５班による企画案のプレゼン
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回収できた回答は，２０歳から７０歳代までの１５５名
であり，このうち有効回答数は１４７であった。内訳
は，町職員が８４，一般住民が６３であり，北島町のホー
ムページを利用するかどうかを聴いた結果が図１８で
ある。町役場職員は８割程が利用しているのに対し，
一般住民は利用している人が３割程と少ない。この
一般住民の利用者の４割は６０歳以上と高齢で，行政
手続きやゴミ分別の日程などを確認するというのが
最も多かった。利用し難いが利用せざるを得ないと
いった生活上の情報を，我慢しながら得ているとい
う住民が多い可能性がある。一方で，５０歳代以上の
住民の半数以上が利用しないと答えている。利用し
ない理由の多くが「興味がない」というものである
が，「分かりにくい」や「利用し難い」という声も
多く，リニューアル時に対処すべき改善箇所を特定
する上で役立つ情報が多く集まった。
５班の成果報告会のスライドは図１９の通りである。
４．学生の学びの成果と課題
全体を通じて，学生は期待以上の遂行力を発揮し，
各班の成果物は一定の評価を受けた。このことは，
学生個々に達成感を与えたことはもちろんであるが，
同時に当該科目を担当した教員にも一様に達成感が
図１７ ５班による北島町役場でのアンケート調査
図１８ 北島町ホームページを利用すると答えた人数
（北島町ホームページ利用者アンケート結果より）
図１９ ５班による成果報告会のスライド
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得られる結果となったことは喜ばしい。必修科目で
あるため，多様な学生が受講しているが，このよう
な学生たちも含めて全体的にレベルアップを図るた
め，またより高い成果を期待するクライアントの声
に少しでも応えるため，教員も５班分の指導に多く
の時間と労力を要した。
授業期間終了後しばらくして，受講した学生に，
この授業を通じて何を学び，何を感じたかをアン
ケート調査した。その結果は図２０の通りである。
学生は，それぞれのプロジェクトを実施する中で，
編集スキルやリーダシップ，説得力，デザイン力，
プレゼン力，計画力などが不足していると感じ，協
調性やコミュニケーション力，忍耐力等を多く学ん
だと回答した。すなわち，事業を遂行するに足る技
術力が不十分であると認識し，その中でも精一杯の
努力をすることで，クライアントのために尽くそう
と努力したことが伺える。また，チームで協力しな
がら行うことに不慣れなため，意思疎通が十分でき
ずに苦しんだ様子が伺え，協調することの大切さと
我慢することの大変さを学んだようである。
一方，不足していると感じた編集スキルや構成力
などが学べたという回答からは，実践的な映像制作
技術の修得に結びついたものと考えられる。
授業を受講した学生の感想は，「自分の役割を見
つけ出すことを体験できてよかった」，「チーム内の
人が休むと大変だった」「チームで取り組むことに
より，自分が不足している部分を知り目的を明確に
し，成果を出すことが出来て良かった」「人に伝え
る力が弱いと思った」「どの作業もとても難しかっ
た」「責任のある映像制作で，今までになく楽しかっ
た」「やってよかった」「全体を見て動くことや下準
備の大切さ，チームで何かするというのが楽しかっ
た」「団結力が大事だと感じた」「段取りがあまり良
くなくて時間が足りなかった」「コミュニケーショ
ンが大事だとわかった」「先生からアドバイスをも
らい勉強になった」「仲の良いメンバーだったので
苦にならず楽しく映像を作ることが出来た。また一
人一人が学科の事を真剣に考えて取り組むことで，
学科に誇りを持つことができた」「仕事の分担が大
変で，チームの協力や考える力がとても大事だとわ
かった」「がんばった，やりがいもあった，たのし
かった」「様々な問題点について考えることができ
た」「協力して作品を作ることで達成感が得られた」
「なかなか体験できないことができて良かった」「誰
かのために制作するには手間がかかるということが
改めてわかった」「自分に足りない能力を知ること
ができた」「この授業を受けて成長する人と，受け
ないで成長しない人の差は大きいと思う」「企画す
ることが苦手だと分かった」「役割分担をきちんと
すべきだったが，それなりに良い映像が出来て良
図２０ 授業実施後の学生アンケート
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かった」などであった。
また，この授業で学んだことを今後どのように役
立てたいかという問いに対し，「もっと自主的に積
極的に人前で活動できるようにしたい」「企画する
機会があればやりたい」「社会に出てもチームワー
クを大事にし，互いにサポートをしながら成長して
いきたい」「様々な人とコミュニケーションをとれ
るように役立てていきたい」「忍耐力が付いたので
大抵のことに役立つと思う」「グループワークだっ
たので，培ったコミュニケーション力を就活に役立
てたい」「協調性を持つことが出来たので，社会で
も役立てたい」「役割分担とスケジュールの調整に
活用したい」「就職につなげていきたい」「どんな人
ともコミュニケーションをとれるようにしていきた
い」「これからも多くの人と協力することがあると
思うので，協調性を大切にしていきたい」「映像制
作やグラフィックデザインなどの職種の仕事に付け
るように役立てたい」「計画的に行動するようにし
たい」「企画したものが完成にまで至ったので，こ
の達成感が自信につながった」「撮影・編集スキル
は今後映像を制作する際に役立てたい」「編集や人
間関係に苦労したので，忍耐力がついたと思う。こ
れからの就活でも忍耐強く頑張って内定を取りた
い」などの回答が得られた。
．まとめ
経済産業省が２００６年から提唱している社会人基礎
力は，
１）前に踏み出す力（主体的に実行する）
２）考え抜く力（課題発見と計画力）
３）チームで働く力（柔軟にストレスコントロール
する）
という３つの要素を挙げている１）。これらは，職場
や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必
要とされる基礎的な力を意味する。すなわち，課題
を発見し，その課題を解決するための方法を考え，
そのための計画を立案し，主体的に実行する力が求
められることを意味し，ストレスをコントロールし
ながら，チームの中で柔軟に振る舞える能力が重要
であると述べている。そして，これらに加えて問題
解決や交渉，モチベーションアップなど，主に対人
的な技能を意味する「ソフトスキル」などと同様，
実社会における個人の能力を表す概念に「コンピテ
ンシー」がある。コンピテンシーとは，高い業績を
示す者に共通してみられる行動特性のことであり，
「ある役割において優秀な成果を発揮する行動特
性」などと定義されている２）。いくら成績が良く，
人間的にも優れていても，仕事の上で成果を出して
いけるとは限らず，またその成果を継続して出して
いけるとは限らない。それゆえにプロジェクトを成
功に導く上では，コンピテンシーが重視されること
になる。
メディアプロジェクト演習を通じて学生は，課題
を発見し，その課題を解決する方法を考え，解決策
を遂行する計画を練り，チームで役割を決め，柔軟
に主体的に実行する経験をした。その過程で，プロ
ジェクトをまとめて説明し，他の学生の批評に答え，
クライアントに説明して採用してもらう交渉を行う
ことや，実際に遂行する上での様々な障害に対する
対応，全学レベルではなく，コース内で複数プロジェ
クトが同時に進行することから焚き付けられる競争
心，成果品の検証と納品など，様々なストレスに耐
え，これらを仲間とともに克服する経験を行った。
これらのことは，まさにコンピテンシー修得のプロ
グラムを実施したことになる。
四国大学では平成２３年度から「学生にとって魅力
ある大学とは何か」をテーマに，５カ年計画で大学
改革に取り組んでいる。その教育改革では，社会人
マナーと基礎学習力及び情報活用力を内容とする社
会人基礎力と，意欲を持って取り組んでいく自己教
育力，そして対人コミュニケーション等の人間・社
会関係力といった３つの力を確実に身につけてほし
いと考え，さらに，これらに日本語表現力と情報処
理技術力を加えた四国大学スタンダードを設定して
いる。これら５つの力のすべてを，実践を通じて培
い，コンピテンシーを修得することのできる生きた
学びが，まさにこのメディアプロジェクト演習では
ないかと考える。
PBL型教育は，短期間で複雑な内容を身につけ
池本有里・鈴木直美・近藤明子・山本耕司
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る効果的な教育プログラムであると前述したが，す
べての PBLが成功するわけではない。PBLを成功
させるには，担当教員が多くの時間を割いて準備し，
経過中に発生する幾多の問題に対峙しても，学生に
的確なアドバイスが柔軟にできる教育体制が必要で
ある。多くの大学が PBL型教育を実践する中，本
年３月，経済産業省では社会人基礎力を効果的に育
成する３０大学のグッドプラクティスを表彰した３）こ
とは記憶に新しい。
メディアプロジェクト演習は平成２４年度に選択科
目としてスタートし，今回から必修科目として仕切
り直しをした新規科目である。四国大学メディア情
報学科における特長ある授業として重視し，履修人
数に対応した教員４人の体制で，５班の同時進行プ
ロジェクトを指導した。しかし，この教員体制であっ
ても，他の講義科目とは比較にならないほど多くの
時間と労力を要したが，その分当初の予測を遥かに
上回る教育効果を上げることができた。当授業を受
講した学生が，今後どのように活躍していくか，期
待を膨らませているところである。
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